
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

富山県教育委員会 平成 22年度いのちの教育総合支援事業 

「ぼく・わたしのたんじょう」 
魚津市立大町小学校 

平成２３年２月１０日 

第２学年児童、保護者 

【授業の概要】 

１ 「いのちの先生」の紹介 

２ 家の人にインタビューしてきたことの発表 

３ 「いのちの先生」の話 

 (1) 「赤ちゃんが生まれるまで」の紙芝居 

 (2) 赤ちゃん人形を抱っこする 

４ 家の方からの手紙を読む 

５ 感想発表 

 

 
 

 お母さん、ぼくを産んでくれて 

ありがとう。お父さんもぼくを産

む 
むのを手伝ってくれたと聞きま

した 
した。お母さんは、食事にも気を

つけ 付けたりして、ぼくが産まれるの 

 
を楽しみに待っていてくれたの

で 
ですね。 

今までお世話をして 

くれてありがとう。 

これからもよろしく 

 

 あなたがお母さんのお腹にいることが 

分かった日から、お父さんと二人で生ま

れ 
れてくるのを楽しみにしていました。 

お願いします。 

お母さんは高齢出産で、少し不安もあり 

ましたが、生まれて「オギャー」と元気 

な声を聞き、嬉しかったです。お父さん 

も生まれたばかりの○○を慣れない手

つき 
つきで抱っこして嬉しそう 

でした。今の○○の生き 

生きとした姿を見ていて 

 家族へ  ○○へ 

【いのちの先生】 
 水島 香苗先生 
 ・あわの産婦人科助産師長 

お母さんは幸せです。 

 


